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Ａ 
本
市
の
長
期
的
な
農
業
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
農
業
と

す
る
た
め
、
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業

者
な
ど
担
い
手
の
支
援
や
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
・
高
品
質
化
な
ど
の
差
別

化
、
ま
た
６
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
り
、

所
得
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

土
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
環
境

保
全
型
農
業
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後

は
、循
環
型
農
業
を
推
進
し
た
い
。
ま
た
、

排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
地

区
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

耕
作
放
棄
地
や

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

朝
長　

英
美　

議
員
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耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
牛
や

山
羊
の
放
牧
や
、
棲
み
分
け
に
よ

る
可
能
性
は
ど
う
か
。
ま
た
、
鳥
獣
被

害
対
策
の
中
で
も
、
特
に
カ
ラ
ス
の
対

策
と
被
害
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
、

補
助
金
を
出
し
て
で
も
鷹
に
よ
る
カ
ラ

ス
対
策
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
牛
の
放
牧
に
よ
り
約

１
・
８
ha
の
解
消
を
行
っ
た
。
山
羊
に

つ
い
て
は
放
牧
中
の
飼
養
管
理
等
の
問

題
も
あ
り
進
ん
で
い
な
い
が
、
地
区
と

し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
れ
ば
、
今
後

協
議
し
た
い
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は

89
万
８
，
０
０
０
円
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
鷹
に
よ
る
カ
ラ
ス
被

害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
確

認
し
、
何
ら
か
の
形
で
対
応
し
た
い
。

旧
浜
屋
ビ
ル
１
階
の

　
　

商
業
施
設
入
居
に
つ
い
て

城　

幸
太
郎　

議
員
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旧
大
村
浜
屋
ビ
ル
周
辺
に
駐
車
場

を
多
数
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

現
状
で
は
、
ビ
ル
の
１
階
に
商
業
施
設

を
入
居
さ
せ
る
の
は
不
可
能
に
近
い
と

考
え
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
進
め

る
地
方
版
総
合
戦
略
の
１
つ
と
し
て
無

料
貸
室
を
つ
く
り
、
市
内
に
限
定
せ
ず

全
国
に
呼
び
か
け
、「
Ｉ
タ
ー
ン
」
や
「
Ｕ

タ
ー
ン
」
に
よ
り
大
村
で
起
業
す
る
若

者
を
応
援
す
る
と
い
う
夢
の
あ
る
先
行

投
資
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ 

旧
大
村
浜
屋
ビ
ル
の
入
居
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
計
画
で
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
が
、
当
該
ビ
ル
の
活
用

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
貴
重
な

提
案
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
な
お
、
３
階
に
設
置
予
定
の

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
は
あ
る
が
、
起
業
家
の
た
め
に
間

仕
切
り
を
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
多
少
用
意

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

義
犬
「
華
丸
」
と

　
　

お
笑
い
芸
人
「
博
多
華
丸
」

神
近　

寛　

議
員
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国
の
指
定
史
跡
で
あ
る
萬
歳
山
本

経
寺
に
は
、
史
実
に
基
づ
く
日
本

最
古
の
犬
の
墓
が
あ
る
。
眠
る
の
は
義

犬
「
華
丸
」。
こ
れ
を
大
村
市
の
歴
史
観

光
に
活
か
す
た
め
の
官
民
に
よ
る
実
行

委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
大
村
市
に
と
っ

て
、
歴
史
観
光
誘
致
の
導
入
口
と
し
て

う
っ
て
つ
け
の
キ
ャ
ラ
犬
で
あ
る
。
市

に
は
、
情
報
発
信
等
に
具
体
的
か
つ
早

急
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

Ａ 

義
犬
「
華
丸
」
に
つ
い
て
は
、
情

報
発
信
は
当
然
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
へ
掲
載
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
等
に
よ
る
情
報
発
信
に
努
め
て

い
き
た
い
。
特
に
市
政
だ
よ
り
に
つ
い

て
は
、
６
月
号
に
掲
載
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
多
華
丸
氏
に

つ
い
て
も
、
お
呼
び
で
き
る
可
能
性
は

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
長
自
ら
要
請

し
て
も
い
い
と
考
え
て
い
る
。

定
着
性
が
高
い
「
カ
サ
ゴ
」
の

　
　
　
　

稚
魚
放
流
に
つ
い
て

山
北　

正
久　

議
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大
村
湾
に
お
け
る
漁
獲
量
は
年
ご

と
に
減
少
し
て
お
り
、
漁
業
従
事

者
の
所
得
は
激
減
し
、
死
活
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
漁
家
の
所
得
向
上
の
た

め
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
定
着
性

と
魚
価
が
安
定
し
て
い
る
「
カ
サ
ゴ
」

の
稚
魚
の
放
流
量
の
増
大
を
要
望
す
る
。

Ａ 

現
在
、
種
苗
放
流
は
漁
協
ご
と
に

異
な
っ
て
い
る
が
、
サ
ザ
エ
、
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
、
カ
サ
ゴ
、
ナ
マ
コ
を
放

流
し
て
い
る
。
カ
サ
ゴ
に
つ
い
て
は
、

関
係
漁
協
と
年
次
計
画
も
含
め
協
議
し

た
い
。

さ
く
ら
日
本
一
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

川
添　

勝
征　

議
員

Ｑ 

新
幹
線
が
７
年
後
に
開
通
す
る
が
、

今
の
ま
ま
で
は
、
大
村
市
に
市
外

や
県
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ

く
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光
振
興
に
道

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
天

然
記
念
物
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
を

も
っ
と
売
り
出
し
た
い
が
、
民
間
で
運

動
す
る
に
し
て
も
行
政
と
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
植
栽
の
場
所
や
苗
木
の
補

助
等
が
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

09


